














学位記番号第 1 6 483 号
学位授与年月日 平成 13 年 7 月 23 日



























持つことが前提となる。これを踏まえて奨星が『嘗代文皐輿地域文化Jl C華中師範大皐出版社、 1997) の中で、 1 ) 




























































萌芽」、第 3 章「地域文化としての武漢」においても、それは反映されている o
また、武漢の漢味小説の形成を論じるにあたって、社会的な状況、たとえば武漢市作家協会の果たした役割などに
も、十分に検討を加えるとともに、小説・散文などの分析を通して武漢の作家たちの個人的資質にも配慮を怠らな~'0 
こうした多面的な検討により、叙述が極めて分かりやすくなったといってよし、そしてまた、十分に資料的価値を持
つにいたっている。
ただ、問題点をあげれば、全体を通しての叙述を貫く理論的方法的な一貫性が明らかで、なく、その結果、分かりに
くい部分もある。文章がこなれていない個所も若干見られるo しかし、これらも本論文の価値を損なうものではない。
以上により、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと判断する。
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